12月2日に行われた科学情報発信セミナーの講義の報告

報告者：小林毅

2006年12月2日(土)15時から本学理学部C棟4階C434数学小講義室で「科学情報発信セミナー」の講義を実施しました．今回は神戸大学発達科学部人間環境学科の伊藤先生をお招きし，先生が実践しておられる「サイエン・スカフェ」の活動や神戸大学ヒューマン・コミュニティ創生センターで行われているプロジェクト「市民の科学に対する大学の支援に関する実践的研究」についてご紹介いただきました．

講義内容：

神戸大学大学院 総合人間科学研究科に設置されたヒューマン・コミュニティ創成研究センターでは研究プロジェクトとして「市民の科学に対する大学の支援に関する実践的研究」に取り組んでます。講演ではまずこのプロジェクトの「背景」，「プロジェクトの目的と意義」，「基本的考え方」，「進め方」，「現状」，「課題と展望」等についての紹介がありました．ここではではプロジェクト展開の基本となる考え方として：

(1)　多様なレベルのリテラシーを持つ市民から構成されるコミュニティーをうまく機能させる社会的しくみを開発することをめざす

(2)　市民による研究の課題としては、解決を必要とする社会的課題のみではなく、知的関心に基づく探究活動も視野に入れる

(3)　従来展開されてきた個々の研究者による取り組みから、大学をコアとした「持続可能な」「システム」へと発展させることをめざす

(4)　地域の特性を生かし、地域に根ざしたシステムを構築する

(5)　科学者を権威者として位置づけるのではなく、市民と科学者の間に「隣人」としての関係をつくることを図る

(6)　構築する「システム」の評価としては、市民の科学・技術的課題に対するエンパワーメントの成果を中心として、システムの運営（マネージメント）、財政、人間関係など幅広い視野から評価・検討を行ってゆく

(7)　プロジェクトの展開にあたって、人材養成の視点も重視する

　－　大学学部・大学院学生が、活動に参加することを　通じて、非専門家とのコミュニケーション能力、課題　発見・解決能力を高める（大学院教育の中に積極的に位置づける可能性）

　－　市民自身が、主体的な研究課題の設定、遂行、支援組織の運営などを行う能力を高めてゆき自律的運営を支えることのできる指導者が生まれることを目指す

等興味深い認識が多数紹介されました．またこれに引き続き伊藤先生が実践されている「サイエンスカフェ神戸」の活動について具体的な紹介がありました．ここでも

・双方向コミュニケーションの場とする

・地域の特徴を生かし、地域に根づいたものに

・（現段階では）多様な場所・形を試みる

・段階的に　運営主体を市民に移行

・研究者のネットワーク形成（１００人の桁）

・神戸における「日常的」開催へ⇒地域社会の文化の一部に

といった興味深い観点がたくさん紹介されました．お話が終わった後も活発に議論が行われ大変有意義な講義となりました.

参加者：

教員：7名(小林，松澤，富﨑，岩渕，見目，林井，香川)

博士学生：1名(小林)

修士学生：4名(上村，近藤，近藤，大田)

学部学生：3名(?)
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